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編集後記・昨今，情報ネットワークとし、う語が新聞に載 の経験で，メンタんな面で‘も大変興味深いものでした・

らない日はないくらいに，この言葉は現代社会を語るキ 当地の大学や研究機関は，電気工学・電子工学等の固有

ータームの l つとなっているようです.本特集では，い 技術の習得・学習に加えて，最近，研究・開発における

まだその実像が漠然としている情報ネットワークについ マネジメントについても強い興味をもち始めているよう

て，その構築・運用にかかわっている実務家と，その社 です.優秀な研究者は個人的な興味で研究に従事するこ

会・ 7 ネジメントに対する意味の解明に興味をもっ学界 とが多く，彼らをうまく組織し，いわゆるシナジー効果

の人々の両国から，情報ネットワークにアプローチして を引き出すマネジメントの役割が認識されてきたようで

みました・当初には情報伝達効率の向上というきわめて す.そのような状況で大方の輿味をヲ It 、たのは「オベレ

機能的な発想、から導入された情報ネットワークと L 、うハ ーションズ・リサーチ j 誌の昨年の 7 月号で特集を組ん

ードウエアが，当初は考えられていなかった現象をいろ だ「ソフト・システムズ・アプローチj であり，また問

いろと引き起こし，それが新しい社会・文化を生み出し 題解決の方法論としてのORでした.概要の紹介の後に

ていると L 、う事実は，社会現象のおもしろさであり，ま は，具体的で熱心な質問も受け，現状に対する切実な問

た複雑さでもあると思います・ところで，先日，インド 題意識が感じられました・表紙の色合いが先月号から変

ネシアに行く機会を得て 6 日間ほど滞在しました.察 わりました.また，元号も改まり編集スタッフ一同も気

さの特に厳しい今年の日本から，赤道直下気温30度以上 分一新奮闘しております.今後とも本誌の発展にご協

の日々の続くインドネシアへの旅は，私にとって初めて 力くださいますようお願し、L 、たします木嶋恭一)
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